
2024年度 第34回自動車技術独創アイデアコンテスト

テーマ ICチップ・顔認証を用いた送迎システムの効率化と利用者の見守り活動
日本大学工学部 機械工学科3年 佐藤 智哉

１. アイディアの発想に至った経緯

２. 本アイディアの概要・仕組み

３. 本アイディアがもたらす効果

（１）ＡＩを用いた経路作成
⇒①状況に応じた、効率的な経路作成と予測
②運転手・管理者の負担を軽減

（２）マイナンバーカード・顔認証での情報収集
⇒情報収集の一元管理・速やかな情報共有

（３）公共交通機関の整備
⇒①それぞれの場合に応じた運行体系の確立
②環境への配慮 《 CO2排出量の比較-1人を1km運ぶのに

排出されるCO2 》（2022年度）

４. さらなる本アイディアの未来展望

（１）公共交通機関の整備
⇒ＡＩシステムを利用した完全自動運行システムの運用

【出典】
 ・高齢者の免許返納率の推移 |ニッセイ基礎研究所 (nli-research.co.jp) (2024.06.07参照)
 ・地域交通をめぐる現状と課題｜国土交通省 総合政策局地域交通課 R元.9.9 (mlit.go.jp) （2024.06.03参照）
 ・人口動態・家族のあり方等社会構造の変化について｜総務省(soumu.go.jp) （2024.06.03参照）
 ・総合都市交通体系調査における ビッグデータ活用の手引き 【第１版】H30.6月｜国土交通省都市局 001241230.pdf (mlit.go.jp) （2024.06.03参照）
 ・交通機関の種類とCO2排出量|過去の取り組み|東京都環境局 (tokyo.lg.jp) （2024.05.22 参照）
 ・無人の自動運転「レベル4」がまちを走る | NHK | ビジネス特集

・高齢者などが暮らしやすい社会
・家族が見守りしやすい社会
・ドライバーの負担軽減

≪アイディアの概要≫

ＡＩカメラによる顔認証やマイナンバーカードを利用して、利用者の情報を収集する。
また、これらの情報を基にしたりして、ＡＩが運行経路などを導き出し、ドライバーの負担軽減や運行に関して効率化
を図る。

【収集する情報】
・氏名/住所 ・健康関連
・家族の情報
⇒スマホのGPSでは、確認
できない情報

【ＡＩの活用方法】

ビッグデータ等を用いて機械学習
⇒天候・時間等によって変化する
状況を予測し、車両の大きさや
台数、所要時間等を予測

【見守り活動】

ＡＩカメラを用いて、心身の
状態を観察・分析する。

↓
その状態を、マイナンバー
カードで得た情報を基にし
て、家族へリアルタイムに
通知する。

出典：AIによる画像認識の導入活用事例15選を徹底解説 - AI Market (ai-market.jp)

出典：AI運行バス®｜ドコモビジネス｜
NTTコミュニケーションズ法人のお客さま

≪従来≫ ≪今後≫

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=74621?pno=2&site=nli#anka1
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001311082.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000452791.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001241230.pdf
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/vehicle/management/tokyo/transportation
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230331/k10014025391000.html
https://ai-market.jp/technology/ai_gazouninshiki/
https://www.ntt.com/business/services/ai_bus.html
https://www.ntt.com/business/services/ai_bus.html
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